平成21年度 第４回理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OP第5－09－04号
日　時　　平成21年5月23日　(土)　10:00～17:00

会　場　　全果連ビル　　フォーシーズ本社会議室
参加者　　占部副会長、国見副会長、周東監事、濱本理事長、奥村理事、丸田理事、荒川理事、濵田理事、河内理事、榊原理事、長堀理事、田中理事、矢野理事　
議事録　　作成者　矢野理事　　確認者　丸田理事(東日本)　田中理事(西日本)
議題１　　ＮＴ合宿の報告・ＮＴチーム決定・新型インフルエンザの対応について
　　　　　始めに、実行委員の矢野、田中理事より５月３、４、５日に蒲郡・海陽ヨットハーバーにて実施されたＮＴチーム合同合宿の報告があった

　　　　　参加者は、ＮＴチーム選手２０名全員、父兄、コーチにはワールドコーチ・後藤コーチ、協会からは濱本理事長、丹羽理事、荒川理事、田中理事、矢野理事の総勢４９名で実施された
　　　　　蒲郡には珍しく、３日間とも風には恵まれなかったが、チームワーク作り、海外レースのポイント、テーブルマナー、座禅、アスリートの栄養学等々のスケジュールと、海上練習はチームレース、スタートに重点を置いた練習が行われ、充実した合宿となった
　　　　　今後も、より充実した内容を検討、継続していく旨、決定した
下記、ＮＴチーム全てが満場一致で承認された
　　　　　ワールド　　監督　市川茂木、コーチ　後藤浩紀、
　　　　　　　　　　　選手　市川夏未、岡田奎樹、射羽京、樋口舵、山本一徹
　　　　　アジア　　　選手　渡辺駿、玉山千登、深沢瑛里、平原みちる、村山仁美、
　　　　　　　　　　　　　　新谷つむぎ、樋口碧
　　　　　ヨーロッパ　監督　佐藤尚子、コーチ　吉保憲明、国代表　埼玉康子
　　　　　　　　　　　選手　吉保優希、小木曽一輝、佐藤宏樹、埼玉成海
　　　　　北米　　　　監督　濱本徹夫、コーチ　髙原正一、国代表　黒川重雄
　　　　　　　　　　　選手　渡部雄貴、森山慎太郎、髙原祥梧、髙山達矢

　　　　　
　　　　　現在、世界的に蔓延している新型インフルエンザに関して、ワールド開催地ブラジルが外務省の危険地域に指定されている。理事会としては、ＩＯＤＡ、レース本部の動向を確認、情報の収集に努め、順次、情報を提供する
　　　　　情況が好転しない、または悪化した場合、ＪＯＤＡはチームの推薦はするが出場は各チーム、各メンバーの任意に委ねる、との方針を確認した
議題２　　ＯＰ級チームレース、ウエイト調整について
　　　　　レース委員長の濱田理事より、チームレースの際、選手の体重差が１０ｋｇ以上有ると、重い選手が不利となり、なかなかイーブンなレースが出来ない。標準体重を設定し、それより軽い選手には、センターケース付近に調整ウエイトを取り付けてレースを行ってはどうか、との提案有り
　　　　　ワールドチームレースでは以前から採用されており、広島開催のＯＰ級でも

　　　　　採用したらどうか

　　　　　・提案では標準体重が３６ｋｇとなっているが、４０ｋｇが適正では

　　　　　・体重差１０ｋｇでウエイト５ｋｇでは
　　　　　・動態ウエイトと、静態ウエイトでは全く異なり、ハンディーが大きい

　　　　　・チームレースは通常のフリートレースと違い、ボートスピードより作戦、技術が優先されるため調整ウエイトは必要無い

　　　　　・同一ドラフトのセールを使用することから、体重差は大きなハンディー

・ウエイトの素材、取り付け箇所によっては、安全面に問題有り
等々の議論があり、今年のチームレースには採用しないが、今後の課題として、練習時にテストしていく方針
また、広島開催のチームレースが今年で２５周年を迎え、記念大会となるため、新たにＯＰ協会会長杯の授与を設ける

会長杯はアンパイヤが選出するベスト選手に贈られ、持ち回りとする
２０１０年度の大会より、協会補助金を廃止する（決定）
議題３　　全日本選手権大会について
　　　　　２０１０年度、全日本選手権大会（江ノ島開催）について、神奈川県連との第１回目打ち合わせを６月７日に実施予定
　　　　　今大会、デンマークより２名特別参加選手有り
　　　　　２０１１年度大会開催地をホームページにて募集、９月の理事会までに内定、総会で発表出来るようにする
　　　　　現在、光ジュニアより開催希望あり

　　　　　２０１１年度の大会より、協会補助金を廃止する（決定）
議題４　　最終選考会について
　　　　　２０１０年度大会開催地をホームページにて募集、９月の理事会までに内定、総会で発表出来るようにする

　　　　　現在、神奈川県連より立候補有り

議題５　　全日本選手権大会、最終選考会の開催日程見直しについて
　　　　　理由１．ＯＰは義務教育の小学生、中学生のスポーツであり、レース出場のために学校を休ませることは極力避けたほうがよい
　　　　　理由２．先日、江ノ島で開催されたレーザー4.7の大会にＮＴチームの選手が何人か出場している。選手たちがＯＰ卒業が近づき、次に乗る艇を選択しチャレンジすることは歓迎すべきことだが、海外遠征前の強化しなければならない時期に、ＯＰの練習に集中しないことは協会として問題がある
　　　　　この件に関しては、「海外の多くの国のように、派遣選手の最終決定時期をギリギリまで延ばし、最後まで緊張感を持って練習する」と言う意見も出たが、ＪＯＤＡとしては「早期（年内）に決定し、冬休合宿、春休合宿、５月の連休合宿と強化スケジュールを決め、体系的に強化していく」で決定する
　　　　　理事会　日程変更・スケジュール（案）
　　　　　全日本選手権大会・・・８月２０日前後（現在の東西選手権大会開催日程）
　　　　　最終選考会・・・・・・１１月の第１週ｏｒ第４週の祭日を利用する

　　　　　東西選手権大会・・・・７月２０日の連休前後
　　　　　２０１１年度の全日本選手権大会より実施する

　　　　上記（案）は、各フィールドに持ち帰り、各クラブのコーチ、父兄の意見を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　広く収集して、９月の理事会にて再度協議する
　　　　　理事会で決定次第、総会に議案として提出する
　　　　　また現在、ジュニアオリンピック出場選手の中には、１４歳前後の選手が多数見受けられる。どの艇種のどのレースに出場するかは、選手個人の判断に委ねられるが、艇種別に集中的に強化する必要性を考慮すると、今後、最終選考会を同一日程にするなどの検討が必要
　　　　　早急に、ＯＰ、レーザー4.7、４２０といった、艇種を越えた協会同士で、ジュニア選手強化、育成についての打ち合わせを実施する

　　　　　

議題６　　全日本選手権大会出場枠付きレースの見直しについて
　　　　　全日本選手権大会出場枠付のレースを廃止して、東西選手権のみに出場枠を集約したらどうか、との提案があり検討
　　　　　近年、出場枠獲得のため、レース出場が増え、クラブでの基礎練習が疎かになる一方で、遠方への遠征も増え父兄の負担も増加している
　　　　　協議の結果、定期的にレースに出場することは、選手のレベル向上には非常に有効的で、今後も出場枠付のレースは継続していく（決定）
　　　　　ただし、あまりにもレース回数の多いエリアは、エリア内で打ち合わせして、適正回数にするように努力する

　　　　　来年度より、全日本選手権大会枠付レースのクオリティー維持と、大会枠付のレース乱立を防ぐためにも、認定料を検討する

議題７　　スポーツ拠点づくりについて
　　　　　前回の理事会で、別府と蒲郡が候補地として立候補している、スポーツ拠点づくり推進の申請書（案）が別府より提出される

　　　　　６月２０日までに蒲郡（案）を提出して、メール理事会にて候補地を決定

　　　　　７月中に全国加盟クラブにて、ＯＰの拠点を作り、１０年間最終選考会の開催地を固定するか否かの投票をする予定
　　　　　候補地選びのポイントは、最終選考会の選手エントリー費の軽減、チャーター艇の準備と保管、レース運営費援助、ＯＰの拠点としてレースだけでなく、強化合宿等を含めた、海面条件、立地条件等々を考慮して決定する
議題８　　公式計測員について　　

　　　　　公式計測員とは、ＪＳＡＦの規定では
1． ＪＡＳＦの会員であること

2． ＥＲＳの講習を受講していること、
3． クラス協会の計測講習を受講していること

4． クラス協会の推薦があること
上記４項目の条件が揃った上でＪＡＳＦが認定する、となっている

しかし、ＥＲＳ講習会はＥＲＳ改定の４年に１度で、同時に、全ての地区でクラス協会の計測講習会が開催できるわけでは無い
その為、他の艇種のクラス協会は、「ＥＲＳの講習を受講した者は、クラス協会の講習を受講したものとする」という特別規定で運用している

ＯＰ協会としても、同様の特別規定をＪＡＳＦに申請し運用する（決定）
今回、ＯＰ協会は、ＯＰ協会理事の牟田口氏と、江ノ島ヨットクラブジュニアの深沢氏を公式計測員として、ＪＡＳＦに推薦する（決定）　
議題９　　江ノ島ヨットクラブジュニアのクラブ資格停止解除と、オペレーションスタッフ除名解除について　　　　　　　
　　　　　前回の総会決議に基づき、５月２５日をもって、江ノ島ヨットクラブジュニアのクラブ資格停止解除と、東博徳氏、熊川博氏、木内誠氏、戸田和伸氏、原田浩二氏、坂上智文氏、新谷章氏、新谷珠代氏、高木慶太氏、高橋昌威氏、守屋武彦氏１１名のオペレーションスタッフ除名解除が確認された

議題１０　０９年度予算遂行について
　　　　　０９年度の予算遂行状況を確認
　　　　　収入の部では、会費、協賛金、新艇登録費用・セールボタン等で2,600,000円

　　　　　支出の部では、一般経費、上納金、合宿費用、レース補助金で５月２３日現在2,444,000円。今後発生予定の最低経費を含めると、4,140,000円と1,500,000円を超える赤字となる見込み
　　　　　最大の理由は、登録選手の大幅な減少で、１０年前、８００人を超える選手が登録していたが、昨年度は３６４名、本年度は昨日現在で、やっと３００人を越えた状況
　　　　　また、本年度はＳＳＦに海外派遣、プールでヨットの２件の補助金申請をして、２件とも却下されている
　　　　　本年度の事業内容と予算は、昨年の総会決議で決定しているために、大幅な修正は不可能だが、来年度の事業計画は、次回９月に実施する理事会にて検討し、建て直しを図る
　　　　　会費の値上げ案は最終手段として、理事全員で金額の大小に関らず、新規スポンサー開拓に注力していく

　　　　　スポンサー開拓の一環として、マリンウェザー海快晴のリンク広告を、ＯＰ協会ホームページに掲載する契約を正式に結ぶ（決定）
　　　　　

占部副会長より理事会への提案と課題
会の最終に当たり、占部副会長より理事会に、幾つかの提案があった

1． 全日本選手権大会と最終選考会のあり方、日程、運営等を抜本的に見直す必要性

· 以前より再三議題に上がっている、全日本選手権大会の出場資格、艇数、レース方式の再検討（本年度だと、登録選手のほぼ半数が出場することになる）

· 真のチャンピョンシップを目指す大会は、全日本選手権大会か最終選考会か

· 不公平感の無いレース方式の検討（現行の全日本選手権大会のレース方式はワールド選手権の方式を日本版にアレンジしたもの）

今後の検討資料として、海外派遣メンバーに依頼して、各レースの帆走指示書を提出してもらう（決定）
2． 基本強化プログラムの検討

· 基本のセーリング技術の重要性（レース参加が多くなり、目先のハンドリングばか　　　りに目が行き、基本のセーリングが疎かになってきている）基本の見直しが必要

· 強風に対しての強化（技術面、体力面、精神面）
· スタートの技術の向上

3． ＮＴチームに対しての計画的な強化プログラムの構築

以上

次回の理事会は９月１２日（土曜日）に実施予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
